
市民と科学者が力を合わせ、大学での軍事研究を阻止しましょう 

～「軍学共同反対連絡会」への参加を呼びかけます～ 

 

2015 年度から大学で公然と軍事研究が始まっていることをご存知でしょうか。一例をあげれば、

移動する目標を 2 機の無人飛行機搭載レーダーがとらえるための研究が、防衛省の費用で大学内で

始まっています。これは本質的に、大学が兵器研究に加担することです。 

このような研究は、2015 年度から始められた防衛省の「安全保障技術研究推進制度」によるもの

です。2015 年度は 4 大学、2016 年度は 5 大学が採択されました。このように安倍政権の下で大学

での軍事研究が公然と始まったのですが、これは集団的自衛権行使を含む安全保障法制の制度化や、

武器輸出を解禁する「防衛装備移転 3 原則」の閣議決定とあわせて、日本を「戦争ができる国」に

するための大きな柱なのです。 

戦後日本の科学者たちは、「戦争を目的とする科学の研究には絶対に従わない」と決意し、日本

学術会議は 1950 年と 1967 年の 2 度にわたってその決意を声明として発してきました。しかし今、

防衛省の動きに呼応するように、日本学術会議の大西会長は「自衛のための基礎的研究を行うこと

は認められるべきだ」と語り、上記声明の無効化を策しています。しかしあらゆる戦争は「自衛の

ため」と称して行われたのであり、それを認めることは大学での軍事研究を解禁することにほかな

りません。 

現在、学術会議の中に「安全保障と学術に関する検討委員会」が設置され、議論が始まっていま

す。しかしこの問題は、日本の科学技術の在り方だけではなく、民主主義や学問と教育の在り方を

も大きく変える可能性を有しており、日本学術会議の内部の議論にとどめるのではなく、そこに広

範な市民の声を届けることが重要だと思います。そこで私たちは市民と科学者が連携して軍学共同

に反対していくために、「軍学共同反対連絡会」を結成することにしました。 

これは市民と平和に関わる様々な市民団体、そして大学や研究機関における軍学共同に反対する

研究者や団体などからなる緩やかな連絡会です。相互の交流と情報交換を中心としますが、連絡会

として一致した場合には意見表明・共同行動の提起を行ないます。また軍事研究を行なう大学に対

する抗議の申し入れや、市民団体の取り組みへの講師派遣などの支援にも取り組みます。 

 連絡会の幹事団体は「軍学共同反対アピール署名の会」、「大学の軍事研究に反対する会」、「『戦

争と医』の倫理の検証を進める会」の三団体です。日本科学者会議（全国）、日本私立大学教職員

組合連合、武器輸出反対ネットワーク（NAJAT）なども参加を決定しています。 

 ぜひ多くの市民の皆様、科学者の皆様、そして様々な課題に取り組まれている市民団体・平和団

体の皆様が、個人として、団体として、ご参加くださることを呼びかけます。 

参加者には毎月の連絡会ニュースをお送りするとともに、重要な情報などを適宜紹介します。ま

た年数回、意見交流会や学習会などを行います。メールでの交流を主にしますので、当面、参加費

はいただかないでやっていけると思います。 

結成会を下記のように行います。平日午前という集まりにくい時間帯ですが、ご都合のつく方は

ぜひご参加ください。この日参加できない方も、ご意見などをお寄せいただければ、当日紹介させ

ていただきます。 

軍学共同反対連絡会準備会世話人  池内 了、野田隆三郎、西山勝夫  



「軍学共同反対連絡会」参加申し込みについて 

 上記趣旨に賛同される方の参加を心からお待ちしています。参加された方には連絡会ニュースな

どをメールでお送りします。事務局・小寺までメールで参加申し込みを送ってください。その際、

下記の項目をお書きください。   

①氏名（記者会見やホームページでお名前を公表することの可否もお書きください。） 

②所属（研究者の方は大学・研究所・企業名など 市民の方は「会社員」など簡単な記述で結構で

す。市民団体などにご参加の方はそのこともお書きいただければと思います。なお、お名前は公表

してもよいが所属は公表不可の方も、その旨を明記してくだされば公表しません） 

③年齢 

④メールアドレス 

⑤住所、電話（今後連絡会ニュースなどを郵送する場合に使います。） 

⑥9 月 30 日結成会への参加の可否 

なお連絡会に対するご意見・ご要望があれば、併せてお書きいただければ今後の参考にさせていた

だきます。 

 

メールの送り先  小寺隆幸 kodera [at] tachibana-u.ac.jp 

 

「軍学共同反対連絡会」結成会のご案内 

日時 ９月３０日（金） 10 時 30 分～１２時 30 分 

会場 衆議院第二議員会館第 1 会議室（地下 1 階） 

     〒100-0014 東京都千代田区永田町一丁目 7番 1号 

最寄り駅 国会議事堂前駅（東京メトロ丸ノ内線、千代田線） 

永田町駅（東京メトロ有楽町線、半蔵門線、南北線） 

内容 軍学共同反対連絡会結成の趣旨と今後の取り組みについて 

2016 年度安全保障技術研究推進制度の応募・採択状況について 

   日本学術会議安全保障と学術に関する検討委員会の議論について 

参加者自己紹介 意見交流  

 

 (なおこの日１４時より同じ会場で記者会見を行います。ご都合のつく方はご参加ください。 

また 17 時より、日本学術会議安全保障と学術に関する検討委員会第 4 回会合が予定されてお 

り、記者会見後、連絡会として傍聴および要請に行きます。 

会場は東京メトロ千代田線乃木坂駅前、日本学術会議の会館内です。なお傍聴は、事前申し込 

みが必要です。日本学術会議の HP をご覧ください。) 


